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口腔と全身の健康調査：職域コホート

研 究 分 野 口腔と全身の健康、生活習慣病

研究課題

課題名

口腔と全身の健康との関連。
福岡県85歳追跡調査における咀嚼能力・現在歯数と、認知症および動脈硬化の関係。
肺炎死亡予測因子としての反復唾液嚥下テストの意義：福岡県8020追跡コホート研究。

生活習慣病の疫学。
心血管病発症予測因子としての脈波伝播速度。
頸動脈の動脈硬化病変の進行と心血管病発症の予測因子としての家庭血圧の意義。
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